
１ はじめに

岡山県では県下の志賀毒素産生性大腸菌（以下

STECと略す）とサルモネラによる感染事例につい

て，流行株の把握や散発例由来株相互あるいは集発例

由来株との関連性を検討して，感染源・感染経路の究

明や感染症の発生予防に役立てるため，両菌による感

染症の発生状況について，平成９年度から疫学調査を

実施している。本年度は４月に diffuse outbreakと考え

られる事例１）が発生した後，４月１６日に腸管出血性大

腸菌感染症注意報を発令して，県民に注意を喚起し

た。その後も散発事例は続き，８月１１日には腸管出血

性大腸菌感染症警報が発令され，発生・蔓延拡大防止

のために一層の注意を呼びかけるなど，本年度は本調

査実施以来，集団発生のあった年を除いて最も分離株

数の多い年であった。本報告では本年度分離された

STECの各種性状について解析し，菌株相互の関連性

を検討した。なお，サルモネラについては人由来株の

収集が難しい状況であったため，実施できなかった。

２ 材料及び方法

� 菌 株

県下で平成１５年度に分離された STEC株を用いた。

� 各種性状試験

各種性状試験は，以下の方法で実施した。

１）生化学的性状試験

IDテスト EB２０（日水）を用いて，菌の同定を

行った。

２）血清型別

分離菌の血清型別は，病原性大腸菌免疫血清（デ

ンカ生研）を用いて実施した。

３）毒素型別

STECの毒素型別は，ラテックス凝集反応による

大腸菌ベロ毒素検出用キット（デンカ生研）および

PCR法２）により実施した。

４）パルスフィールドゲル電気泳動法による DNA型

別

STECのパルスフィールドゲル電気泳動法（以下

PFGEと略す）は，寺嶋ら３）のプロトコールにより

実施した。また，PFGEによる DNA型別（以下 PFGE

型と略す）は，国立感染症研究所に依頼して実施し

た。

５）薬剤感受性試験

センシ・ディスク（日本ベクトン・ディッキンソ

ン㈱）を用いた KB法により，アンピシリン

（ABPC），セフォタキシム（CTX），カナマイシン

（KM），ゲンタマイシン（GM），ストレプトマイ

シン（SM），テトラサイクリン（TC），クロラム

フェニコール（CP），ホスホマイシン（FOM），ナ

リジクス酸（NA），シプロフロキサシン（CPFX），

スルファメトキサゾール／トリメトプリム（ST），

トリメトプリム（TMP）の１２薬剤について検査し

た。
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要 旨

平成１６年４月，志賀毒素産生性大腸菌（STEC）の diffuse outbreakと考えられる事例が発生した。さらに８月にも多

数の散発事例が発生し，多くの STECが検出された。検出された STECは１９５株で，O１５７：H７，STX１，２

（４０．０％），O１５７：H７，STX２（３０．８％），O２６：H１１，STX１（２５．６％）が高率に検出された。diffuse outbreakと思わ

れる事例や同時期に多発した散発事例では，それぞれの事例由来株間でパルスフィールド電気泳動による DNAパター

ンが一致若しくはほぼ一致しており，共通した感染源による感染が示唆されたが，感染源の究明には至らなかった。
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３ 結果および考察

平成１６年度の STEC月別検出状況を，表１に示し

た。

本年度は１９５株が分離され，５月に２４．６％と最も検

出率が高く，次いで８月２１．５％，７月１２．３％の順で

あったが，４月～８月の比較的気温の高い時期におい

ては，いずれの月でも１０％以上の高い検出率を示し

た。これは４月に diffuse outbreakと思われる発生があ

り，５月には保育園での集団発生事例が，さらに５月

や８月に散発事例が多発した事によるものである。冬

期を中心とした気温の低い時期では，検出率が低率で

あった。

検出された STECの血清型・毒素型を，表２に示し

た。

血清型・毒素型は９種類が検出され，例年のように

O１５７：H７，STX１，２が４０．０％と最も多く，次いで

O１５７：H７，STX２の３０．８％，O２６：H１１，STX１の

２５．６％の順で，これらが全体の９０％以上を占めた。２００２

～２００３年に全国で検出された STEC４）は O１５７：H７，

STX１，２が３３．９％，O１５７：H７，STX２は２０．２％，

O２６：H１１，STX１は１０．９％でこれらが上位を占めて

おり，岡山県の検出状況と同様の傾向を示している。

また，分離頻度の少ない O７８：H−, STX２や OUT :

H−, STX１も検出された。O１５７：H７，STX１，２は

４月～１１月に多くの散発事例から検出され，中でも８

月の検出率が最も高かった。O１５７：H７，STX２は，

４月に岡山県内と香川県，石川県，福井県で発生した

diffuse outbreakと思われる事例や，５月に県南で多発

した散発事例からも検出された。O２６：H１１，STX１

は保育園での集団発生や，散発事例から多数検出され

た。高率に検出されたこれらの血清型・毒素型株を含

め，本年度は例年の約２倍近い STEC株が検出され

た。

STECの血清型・毒素型と PFGE型を表３に，また

それらの内代表株の PFGEパターンを図１に示した。

PFGE型は O１５７：H７，STX２が９種類，O１５７：H

７，STX１，２は１７種類に分かれた。O２６：H１１，STX

１は PFGE型としては１種類であるが，パターンは幾

つかに分かれた。このうち４月に diffuse outbreakと思

われた事例から分離された O１５７：H７，STX２の

PFGE型は ND，Ⅴ，Ⅲ（図中７８４）で，発生に関連す

る全ての株のパターンが一致した。また，薬剤感受性

試験でも１２薬剤に全て感受性を示し，同一菌による感

染であることが強く示唆されたが，疫学調査から原因

と推定された食品から当該菌の検出ができなかったた

め，感染源の究明には至らなかった。また，５月に県

南で多数発生した散発事例において分離された株の

PFGE型は ND，ND，ND（図中７９６，７９７）で，ほと

んどの株のパターンが一致したが，diffuse outbreak由

来株のパターンとは異なっていた。O１５７：H７，STX

１，２では，４月～９月に県南で多発した散発事例か

ら分離された株の PFGE型はⅡa，Ⅱa，Ⅰ（図中

９３７），８月～９月に県南を主に分離された株の PFGE

型はⅡa, ND，Ⅰ（図中９１９），また８月の同時期に多

発した事例から分離された株の PFGE型は ND，Ⅱ

a，ND（図中８８９）で PFGE型は少しずつ異なってい

るが，パターンは相互にかなり似ていたことから，

元々同一の菌の遺伝子が一部変異を起こした可能性も

考えられた。保育園の集団事例由来 O２６：H１１，STX

１の PFGE型はすべて ND, ND, ND（図中８０８）でパ

ターンは一致したが，それ以外の事例から検出された

表１．STEC月別検出状況

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

分離株数 ２０ ４８ ２１ ２４ ４２ １７ １１ １ ５ ０ １ ５ １９５
（％） １０．３ ２４．６ １０．８ １２．３ ２１．５ ８．７ ５．６ ０．５ ２．６ ０ ０．５ ２．６

表２．分離された STECの血清型・毒素型

血清型 毒素型 株数 （％）

O１１１：HUT １，２ １ ０．５
O１１５：H１０ １ ２ １．０
O１５７：H− １ １ ０．５

１，２ １ ０．５
O１５７：H７ ２ ６０ ３０．８

１，２ ７８ ４０．０
O２６：H１１ １ ５０ ２５．６
O７８：H− ２ １ ０．５
OUT : H− １ １ ０．５

計 １９５
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株のパターン（図中９６５）は異なっていた。

以上，本年度は STECの集・散発事例が多発した年

度であったが，diffuse outbreakや同時期に多発した散

発事例等で各事例内及び相互の関連性を解析するにあ

たって，各種疫学マーカーが有効であった。また，こ

のような継続した疫学調査は，健康被害の予防や感染

症集団発生時の流行の早期探知及び拡大の防止等に重

要であることが再確認された。サルモネラについて

も，今後継続した疫学調査を実施していくために，菌

株収集に努めていきたい。
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表３．STECの血清型・毒素型と PFGE型

血清型 毒素型 PFGE型 株数 （％） 備考 図中の番号

O１５７：H７

２

Ⅱa，ND，Ⅲ ２ ３．３
Ⅱh，ND，Ⅰ １ １．７
Ⅲb，ND，Ⅳ １ １．７
Ⅶ，ND，Ⅴ １ １．７

ND，Ⅱa，ND １ １．７
ND，Ⅴ，Ⅲ １６ ２６．７ ４月 diffuse outbreak由来株のパターン ７８４
ND，Ⅴ，ND １ １．７
ND，ND，Ⅲ ３ ５．０
ND，ND，ND ２９ ４８．３ ５月に県南で多数分離された株のパターン ７９６，７９７
未実施 ５ ８．３

１，２

Ⅱa，Ⅱa，Ⅰ １２ １５．４ ４月～９月に県南で分離された株のパターン ９３７
Ⅱa，Ⅱa，Ⅲ ２ ２．６
Ⅱa，Ⅱb，Ⅰ １ １．３
Ⅱa，Ⅱc，ND １ １．３
Ⅱa，ND，Ⅰ ６ ７．７ ８月～９月に県南で主に分離された株のパターン ９１９
Ⅱb，Ⅱb，Ⅰ １ １．３
Ⅱb，Ⅱb，ND １ １．３
Ⅱh，Ⅱc，Ⅰ １ １．３
Ⅱh，ND，Ⅰ １ １．３
Ⅲb，ND，ND １ １．３
ND，Ⅱa，Ⅰ １ １．３
ND，Ⅱa，ND ２９ ３７．２ ８月に同時期多発した散発事例由来株のパターン ８８９
ND，Ⅱb，Ⅰ ２ ２．６
ND，Ⅱb，ND ８ １０．３ ６月～１１月に３家族から分離された株のパターン －
ND，Ⅱc，Ⅲ １ １．３
ND，ND，Ⅰ ６ ７．７ ５月～１０月に県南で分離された株のパターン －
ND，ND，ND ３ ３．８
未実施 １ １．３

O２６：H１１ １
ND，ND，ND ２９ ５８．０ ５月に保育園の集発から分離された株のパターン ８０８

２１ ４２．０ ９６５

図１．平成１６年度に流行した STECの PFGEパターン
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